
予算要求資料
令和2年度6月補正予算　　款：総務費　項：企画開発費　目：情報化推進費
	事業名　新 岐阜県庁ホームページ増強費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　  総務部 情報企画課 情報システム係　電話番号：058-272-1111（内2277）
　　　　　　　E-mail：c11120@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　補正要求額　　　1,925千円（現計予算額：０千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金
負担金
	使用料
手数料
	財　産
収　入
	寄附金
	その他
	県 債
	一 般
財 源

	現　計
予算額
	   0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	補　正
要求額
	1,925
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,925

	決定額
	1,925
	1,925
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
新型コロナウイルス感染症の感染拡大を受けて、県内感染者の増加や、緊急事態措置の公表時などに県ホームページへのアクセスが集中し、昼夜のニュースの時間帯を中心に、ページが表示できない、表示に時間がかかる、レイアウトが崩れるなど、非常に閲覧がしにくい事態となった。
サーバ設定値の上限引き上げ、既存の仕組みを利用した負荷分散等の緊急措置を取り、感染拡大が小康状態となったことにも助けられ、現在は状況が改善している。
　今後懸念される第二波、第三波の感染拡大に備え、まさに県民の生命や財産にかかわる重要な情報を県ホームページで途切れることなく確実に提供するとともに、アフターコロナ社会に向けたデジタル・トランスフォーメーションの進展に対応できる充分な機能を備えた環境を整備する必要がある。
（２）事業内容
令和２年１０月に更新する次期県ホームページシステムにおいて、アクセスが集中しても県ホームページの閲覧が支障なく行えるよう負荷分散を図る高度な外部サービスを導入する。
【積算】
＜全体事業費＞
・全体事業費　1,925千円　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
	
	R2
	R3
	R4
	R5
	R6
	R7
	合計

	初期設定等
	935
	
	
	
	
	
	935

	ｻｰﾋﾞｽ利用料
	990
	岐阜県庁ホームページ更新費で対応
	990

	小計
	1,925
	
	
	
	
	
	1,925


※岐阜県庁ホームページ構築・運用保守業務委託契約
・システム構築業務：R2. 4.1～R7.9.30
・システム運用・保守業務：R2.10.1～R7.9.30
（３）県負担・補助率の考え方
　　　10/10
（４）類似事業の有無
なし
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	委託料
	1,925
	初期設定、サービス利用料

	合計
	1,925
	


	　決定額の考え方　
財源については、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を充当します。



４　参考事項
（１）後年度の財政負担
　　　既存の岐阜県庁ホームページ更新費で対応
	
	R3
	R4
	R5
	R6
	R7

	委託料
	2,028千円
	2,028千円
	2,028千円
	2,028千円
	990千円


事業評価調書（県単独補助金除く）
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）
	　今後懸念される第二波、第三波の感染拡大に備え、まさに県民の生命や財産にかかわる重要な情報を県ホームページで途切れることなく確実に提供するとともに、アフターコロナ社会に向けたデジタル・トランスフォーメーションの進展に対応できる充分な機能を備えた環境を整備する必要がある。


（目標の達成度を示す指標と実績）
	指標名
	事業
開始前
	指標の推移
	現在値
(前々年度末時点)
	目　標
	達成率

	
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（R  ）
	％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（R　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	　新型コロナウイルス感染症の第二波、第三波の感染拡大に備えて整備するものであり、あらかじめ指標を設定し、達成率を測るのは適さない。　


（前年度の取組）
	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）



（前年度の成果）
	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果
　



	２　事業の評価と課題


（事業の評価）
	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
○：必要性が高い　　△：必要性が低い

	(評価)
〇

	今後懸念されている第二波、第三波の感染拡大に備え、まさに県民の生命や財産にかかわる重要な情報を県ホームページで途切れることなく確実に提供できる環境を整備するものであり必要性が高い。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）
　○：概ね期待どおりまたはそれ以上の成果が得られている
　△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）
　○：効率化は図られている　　△：向上の余地がある

	(評価)

	


（今後の課題）
	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　



（次年度の方向性）
	


（他事業と組み合わせて実施する場合の事業効果）
	組み合わせ予定のイベント又は事業名及び所管課
	【○○課】

	組み合わせて実施する理由や期待する効果　など
	


1
－ 1 －

